
小冊子完結編シリーズが日本の教会の祝福となるように
　お祈りありがとうございます。『イエス・キリストはもう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～』は、2千冊以上完売し、全国キリスト教
書店で販売されています。お声も届いております。書店で手にされた
方、プレゼントでもらった方、お一人おひとりと日本の教会の祝福と
なるように。
　また完結編シリーズ第2弾、「イスラエルの七つの祭り」について
準備中です。七つの祭りには預言的な意味があり、春の祭りは
イエス・キリストの初臨において聖書預言が完全に成就しています。
分かりやすい教材として活用できるように、現在、小冊子の制作
作業を進めています。編集者と出版チームの上に主の油注ぎが
豊かにあるようにお祈りください。

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/
皆様からの寄付やご献金は、日本・アジア・イスラエル宣教に用いられます。

■ゆうちょ銀行　00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】　
支店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　（当座）口座番号：0313674
■三菱UFJ銀行　玉造支店 （普通）口座番号：0125795

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp
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感謝を込めて　イスラエルセミナーCDとスティーブンス・栄子の『シャロームイスラエル』
DVD上・下巻も感謝価格でご提供中です。
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Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.11

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節

2021年 主題聖句
O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 109

2021 MAY. issue
n°

─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

連載　イエス・キリストは二度来られる

200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

￥550（税込）

オメガプロジェクト2021
～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

感謝価格　 1冊 ￥700（税込）

10冊以上で1冊 ￥500（税込）

定価￥770（税込）　

ご注文方法

5月31日（月）まで

好評
発売中！

ビル＆栄子・スティーブンスご夫妻のために
　いつもお祈りありがとうございます。今月も引き続き、主の守りと
祝福が満ちあふれ、健康が支えられますように。執筆活動の上に、
主からの知恵と油注ぎが豊かにありますよう覚えてお祈りください。

日本と世界の国々の指導者、リーダーのために
　日本と世界各国の指導者の上に、主からの知恵と助け手が与え
られ、現在のさまざまな課題に対して解決する力が与えられるように。
「そこで、私は何よりもまず勧めます。すべての人のために、王たちと高い
地位にあるすべての人のために願い、祈り、とりなし、感謝をささげなさい。
それは、私たちがいつも敬虔で品位を保ち、平安で落ち着いた生活を
送るためです。そのような祈りは、私たちの救い主である神の御前に
おいて良いことであり、喜ばれることです。神は、すべての人が救われて、
真理を知るようになることを望んでおられます」Ⅰテモテ2章1～4節

小冊子
『聖書預言はどう
実現しているのか』
　栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　

・この内容が60ページ内にまとまっているのは凄いと
思いました。教会の人たちにも読んでもらおうと思い
ます。
・分かりやすく丁寧に書かれていて主をおそれ、
「再臨信仰に立って」歩みたいと強く思いました。
感謝します。
・友人から頂きましたが、理解できなかった
ところが幾つも分かり感謝に絶えません。
・とても分かりやすく黙示録の中心的
　メッセージを解き明かしてありました。
　多くの方に、この内容が
　届けられますように願います。

ご購読いただきました
皆様からのお声が届いております！

感謝を込めて、特別販売期間延長中！

イエス・キリストは
もう一度来られる 
～黙示録ダイジェスト～

小冊子完結編シリーズ
Voice From Revelation Vol.1

TEL＆FAX：06-6777-2117　e-mail：book@omega.or.jp
WEBサイトからのご注文　https://omega.or.jp/shuppan/

①FAX ②電話 ③Eメール
（本文にお届け先ご住所、お名前、ご注文数の記入をお願いいたします。）
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未来の預言
―その3

ほふられた小羊をほめたたえています。
完全な栄光を表している七つの賛美のみ
ことばを、ヨハネははっきりと聞きました。

黙示録5章13節から14節、「また私
は、天と地と、地の下と、海の上のあら
ゆる造られたもの、およびその中にある
生き物がこう言うのを聞いた。『御座に
すわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄
光と力が永遠にあるように。』また、四つ
の生き物はアーメンと言い、長老たちは
ひれ伏して拝んだ」
「天と地と、地の下と、海の上のあらゆ
る造られたもの、およびその中にある生
き物がこう言うのを聞いた」とヨハネは
記しています。創造されたすべての生き
物が、「御座にすわる方と、小羊とに、
賛美と誉れと栄光と力が永遠にあるよう
に」と言っています。植物、動物、空中
や水中の生物、地中や地上のあらゆる虫
やミミズのような生き物に至るまで皆、
賛美しています。

御使いがいることにヨハネは気付きまし
た。「その数は万の幾万倍、千の幾千倍
もあった」と言うように、天文学的数字
になっています。ヘブル人への手紙12
章22節で、「しかし、あなたがたは、シ
オンの山、生ける神の都、天にあるエル
サレム、無数の御使いたちの大祝会に近
づいているのです」と言われた預言の成
就を、ヨハネは幻で見ていたと考えられ
ます。
「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵
と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受
けるにふさわしい方です」と、無数の御
使いが大声で叫び、それらの声は一致し
ています。彼らは七つのことばを叫んで、

ほふられた小羊への賛美
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）5章
11節から12節、「また私は見た。私は、
御座と生き物と長老たちとの回りに、多
くの御使いたちの声を聞いた。その数は
万の幾万倍、千の幾千倍であった。彼らは
大声で言った。『ほふられた小羊は、力と、
富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、
賛美を受けるにふさわしい方です』」

「御座と生き物と長老たちとの回りに、
多くの御使いたちの声を聞いた」とヨハ
ネが語っています。今まで天国で見てい
た幻の範囲が広がり、見渡す限り無数の

所で反キリストが「勝利の上にさらに勝
利を得ようとして出て行った」という箇
所のお話しをしました。一方で、それと
は違う解釈もあります。サタンが人々を
神様から離し、罪と戦いによって勝利を
得、終末に再び全世界を反キリストを通
して支配する」という説です。

その他、「白い馬」を教会に当てはめ
る神学者もいます。教会（クリスチャン
たち）が福音を全世界に伝えて勝利し、
最後に再び福音を全世界に伝え、終わり
の日に活躍しているのだということが、
白い馬に乗っている者の象徴だと考える
神学者もいます。その理由として、八つ
の「白」についての事柄が挙げられます。
黙示録で「白」という色は常にイエス様
と関連しているのです。

白い馬は、象徴的な言葉ですが、ほと
んどの神学者がこの人物は反キリストで
あると解釈しています。反キリストは、
ダニエル書9章27節「荒らす忌むべき
者」、またマタイの福音書24章15節

「荒らす憎むべき者」で、偽のキリストで
す。この者は、キリストのまねをして象
徴的に白い馬に乗っており、黙示録13
章に出てくる「獣」であると考えられて
います。

ま た、黙 示 録19章11節 で、「ま た、
私は開かれた天を見た。見よ。白い馬が
いる。それに乗った方は、『忠実また真
実』と呼ばれる方であり、義をもってさ
ばきをし、戦いをされる」と言われてい
る方はイエス・キリストです。これは象
徴的に語られているのではなく、実際に
起こる事です。イエス様は、口から出る
みことばの剣をお持ちで、弓を持っては
おられません。黙示録6章2節に出てく
る、「彼は冠を与えられ、勝利の上にさ
らに勝利を得ようとして出て行った」と
いうこの冠は、勝利の冠、褒美の勲章の
冠で反キリストのものだと思われます。
しかしイエス様の冠は君主や王の冠（ダ
イアデムDiadem）であり、また多くの
冠なのです。

さてここで、黙示録6章2節の白い馬
と、19章11節の白い馬について、別の
解釈も挙げておきたいと思います。まず、
6章2節の白い馬ですが、すでにこの箇

ローマ人への手紙8章18節から21節、
「今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比
べれば、取るに足りないものと私は考え
ます。被造物も、切実な思いで神の子ど
もたちの現れを待ち望んでいるのです。
それは、被造物が虚無に服したのが自分
の意志ではなく、服従させた方によるの
であって、望みがあるからです。被造物
自体も、滅びの束縛から解放され、神の
子どもたちの栄光の自由の中に入れられ
ます」　　

今の苦しみなど取るに足りないほど、
将来の約束が素晴らしいということを伝
えています。神の子とされた者たちが、
御国の到来によって栄光の御体を頂く日
を、創造されたすべての被造物も、切な
る思いで待ちわびているのです。黙示録
5章4節でヨハネは、「巻き物を開くのに
も、見るのにも、ふさわしい者がだれも
見つからなかったので、私は激しく泣い
ていた」と言っています。その理由が非
常に深い意味であったことが伺えます。
神の御国の到来は、人間の世界に平和と
幸せをもたらすだけでなく、すべての被
造物も同じように祝福されるのです。

第一の封印が解かれる
黙示録6章1節と2節、「また、私は見

た。小羊が七つの封印の一つを解いたと
き、四つの生き物の一つが、雷のような
声で『来なさい』と言うのを私は聞いた。
私は見た。見よ。白い馬であった。それ
に乗っている者は弓を持っていた。彼は
冠を与えられ、勝利の上にさらに勝利を
得ようとして出て行った」

ここで、七つの封印の一つ目の封印が
解かれました。いよいよ終末のカウント
ダウンが始まります。「見よ。白い馬で
あった。それに乗っている者は弓を持っ
ていた」ので、狩人あるいは軍人である
とも考えられます。しかし、弓を持って
はいますが矢を持っていません。それゆ
え、神学者たちは、白い馬に乗った者は、
人を殺戮するために出てきた人物ではな
く、一時的に世界平和を実現させる人物
の象徴であると考えられています。

知りました（エレ29:10）。ダニエルは、
その事が成就するためにへりくだって祈
り始めました。彼は、いよいよメシア王
国の到来だと思い大いに期待しました。
しかし、神様は御使いをダニエルの所に
送り、メシア王国の到来は70年の捕囚
が終わった直後に来るのではないことを
知らされます。

ダニエル書9章24節、「あなたの民と
あなたの聖なる都については、七十週が
定められている。それは、そむきをやめ
させ、罪を終わらせ、咎を贖い、永遠の
義をもたらし、幻と預言とを確証し、至
聖所に油をそそぐためである」

御使いがダニエルに悟りを与えるため

これら八つの理由で、神学者の中には
黙示録6章2節の白い馬もイエス様に関
連しているのではないかという解釈をし
ています。

先にも、白い馬（黙6:2）が反キリスト
ではないかと考える神学者が多くいると
いうことをお話ししました。この白い馬
に続く3頭の馬、「赤い馬（戦争）」（黙
6:4）、「黒い馬（飢饉）（黙6:5）、「青ざめ
た馬（疫病）」（黙6:8）は、人間を苦しめ
る象徴としての馬です。これら3頭の馬
は、災いをもたらす不吉な事柄の象徴で
す。そのため、最初の白い馬（6:2）につ
いても、恐らく災いを象徴する馬だと考
えるのが妥当ではないかと思われます。

ダニエル書9章に書かれている「70
週」について調べると、最後の70週目
は、反キリストの出現から始まります。
彼は偽の神の子、偽のキリストとして現
れるので、キリストのまねをして白い馬
に乗ってくると予想されます。

終末預言に関しては、いろいろな解釈
を学んでおくことをお勧めいたします。

黙示録5章で、ひとたび小羊が封印を
解けば、黙示録の記述にある大患難時代
は7年間と定められます。それゆえに、
次の学びのステップは、その預言の基と
なるダニエル書を学んでいかなければな
りません。

ダニエルは、BC605年にバビロンの
捕囚となりました。それから67年目に
当たるBC539年に、ダニエルはエレミ
ヤの預言書の中でバビロン捕囚は70年
であることを理解し、もうすぐエルサレ
ムに戻ることができるのだということを

に、天から遣わされました。「あなたの
民とあなたの聖なる都について」とは、

「ユダヤ人とエルサレム」のことです。ダ
ニエル書で「あなたの民」とは常にユダ
ヤ人のことを指します。また、｢あなたの
聖なる都」とはエルサレムのことで、特
に神殿の丘のことを指しています。

  ｢七十週が定められています｣と御使いが
伝えに来たのは、ダニエルが70年のバ
ビロン捕囚後すぐにエルサレムに神様の
栄光が現れ、御国が訪れるのだと祈って
いたからです。御使いは70年ではなく

「70週」であり、この70週が終わると、
　① そむきをやめさせる 
　② 罪を終わらせる 
　③ 咎をあがない 
　④ 永遠の義をもたらし 
　⑤ 幻と預言とを確証する 
　⑥ 至聖所に油を注ぐ、

という六つの事が起こると伝えています。

次号は、ダニエル書の「70週」を学び
ます。主を信じる者の未来には、光り輝
くメシア王国（千年王国）が待っていま
す。主を待ち望み、共に歩んでまいりま
しょう。

さつりく

イエス様に関連する八つの「白」

1. その頭と髪の毛は、白い羊毛のよう。
（1:14）

2. 勝利を得る者に、白い石が与えられる。
（2:17）

3. 24人の長老が、白い衣を着ていた。
（4:4）

4. 殉教した人々に、白い衣が与えられた。
（6:11）

5. 大勢の群衆が白い衣を着ていた。
（7:9、13）

6. 白い雲の上に、人の子のような方が
乗っている。　　　　　　   （14:14）

7. 白い馬に乗ってくる、主と軍勢。
（19:11、14）

8. 白い御座がある。　　　　　（20:11）

ほうび
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Voice From Revelation
黙示録シリーズ Vol.11

未来の預言
―その3

ほふられた小羊をほめたたえています。
完全な栄光を表している七つの賛美のみ
ことばを、ヨハネははっきりと聞きました。

黙示録5章13節から14節、「また私
は、天と地と、地の下と、海の上のあら
ゆる造られたもの、およびその中にある
生き物がこう言うのを聞いた。『御座に
すわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄
光と力が永遠にあるように。』また、四つ
の生き物はアーメンと言い、長老たちは
ひれ伏して拝んだ」
「天と地と、地の下と、海の上のあらゆ
る造られたもの、およびその中にある生
き物がこう言うのを聞いた」とヨハネは
記しています。創造されたすべての生き
物が、「御座にすわる方と、小羊とに、
賛美と誉れと栄光と力が永遠にあるよう
に」と言っています。植物、動物、空中
や水中の生物、地中や地上のあらゆる虫
やミミズのような生き物に至るまで皆、
賛美しています。

御使いがいることにヨハネは気付きまし
た。「その数は万の幾万倍、千の幾千倍
もあった」と言うように、天文学的数字
になっています。ヘブル人への手紙12
章22節で、「しかし、あなたがたは、シ
オンの山、生ける神の都、天にあるエル
サレム、無数の御使いたちの大祝会に近
づいているのです」と言われた預言の成
就を、ヨハネは幻で見ていたと考えられ
ます。
「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵
と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受
けるにふさわしい方です」と、無数の御
使いが大声で叫び、それらの声は一致し
ています。彼らは七つのことばを叫んで、

ほふられた小羊への賛美
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）5章
11節から12節、「また私は見た。私は、
御座と生き物と長老たちとの回りに、多
くの御使いたちの声を聞いた。その数は
万の幾万倍、千の幾千倍であった。彼らは
大声で言った。『ほふられた小羊は、力と、
富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、
賛美を受けるにふさわしい方です』」

「御座と生き物と長老たちとの回りに、
多くの御使いたちの声を聞いた」とヨハ
ネが語っています。今まで天国で見てい
た幻の範囲が広がり、見渡す限り無数の

所で反キリストが「勝利の上にさらに勝
利を得ようとして出て行った」という箇
所のお話しをしました。一方で、それと
は違う解釈もあります。サタンが人々を
神様から離し、罪と戦いによって勝利を
得、終末に再び全世界を反キリストを通
して支配する」という説です。

その他、「白い馬」を教会に当てはめ
る神学者もいます。教会（クリスチャン
たち）が福音を全世界に伝えて勝利し、
最後に再び福音を全世界に伝え、終わり
の日に活躍しているのだということが、
白い馬に乗っている者の象徴だと考える
神学者もいます。その理由として、八つ
の「白」についての事柄が挙げられます。
黙示録で「白」という色は常にイエス様
と関連しているのです。

白い馬は、象徴的な言葉ですが、ほと
んどの神学者がこの人物は反キリストで
あると解釈しています。反キリストは、
ダニエル書9章27節「荒らす忌むべき
者」、またマタイの福音書24章15節

「荒らす憎むべき者」で、偽のキリストで
す。この者は、キリストのまねをして象
徴的に白い馬に乗っており、黙示録13
章に出てくる「獣」であると考えられて
います。

ま た、黙 示 録19章11節 で、「ま た、
私は開かれた天を見た。見よ。白い馬が
いる。それに乗った方は、『忠実また真
実』と呼ばれる方であり、義をもってさ
ばきをし、戦いをされる」と言われてい
る方はイエス・キリストです。これは象
徴的に語られているのではなく、実際に
起こる事です。イエス様は、口から出る
みことばの剣をお持ちで、弓を持っては
おられません。黙示録6章2節に出てく
る、「彼は冠を与えられ、勝利の上にさ
らに勝利を得ようとして出て行った」と
いうこの冠は、勝利の冠、褒美の勲章の
冠で反キリストのものだと思われます。
しかしイエス様の冠は君主や王の冠（ダ
イアデムDiadem）であり、また多くの
冠なのです。

さてここで、黙示録6章2節の白い馬
と、19章11節の白い馬について、別の
解釈も挙げておきたいと思います。まず、
6章2節の白い馬ですが、すでにこの箇

ローマ人への手紙8章18節から21節、
「今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比
べれば、取るに足りないものと私は考え
ます。被造物も、切実な思いで神の子ど
もたちの現れを待ち望んでいるのです。
それは、被造物が虚無に服したのが自分
の意志ではなく、服従させた方によるの
であって、望みがあるからです。被造物
自体も、滅びの束縛から解放され、神の
子どもたちの栄光の自由の中に入れられ
ます」　　

今の苦しみなど取るに足りないほど、
将来の約束が素晴らしいということを伝
えています。神の子とされた者たちが、
御国の到来によって栄光の御体を頂く日
を、創造されたすべての被造物も、切な
る思いで待ちわびているのです。黙示録
5章4節でヨハネは、「巻き物を開くのに
も、見るのにも、ふさわしい者がだれも
見つからなかったので、私は激しく泣い
ていた」と言っています。その理由が非
常に深い意味であったことが伺えます。
神の御国の到来は、人間の世界に平和と
幸せをもたらすだけでなく、すべての被
造物も同じように祝福されるのです。

第一の封印が解かれる
黙示録6章1節と2節、「また、私は見

た。小羊が七つの封印の一つを解いたと
き、四つの生き物の一つが、雷のような
声で『来なさい』と言うのを私は聞いた。
私は見た。見よ。白い馬であった。それ
に乗っている者は弓を持っていた。彼は
冠を与えられ、勝利の上にさらに勝利を
得ようとして出て行った」

ここで、七つの封印の一つ目の封印が
解かれました。いよいよ終末のカウント
ダウンが始まります。「見よ。白い馬で
あった。それに乗っている者は弓を持っ
ていた」ので、狩人あるいは軍人である
とも考えられます。しかし、弓を持って
はいますが矢を持っていません。それゆ
え、神学者たちは、白い馬に乗った者は、
人を殺戮するために出てきた人物ではな
く、一時的に世界平和を実現させる人物
の象徴であると考えられています。

知りました（エレ29:10）。ダニエルは、
その事が成就するためにへりくだって祈
り始めました。彼は、いよいよメシア王
国の到来だと思い大いに期待しました。
しかし、神様は御使いをダニエルの所に
送り、メシア王国の到来は70年の捕囚
が終わった直後に来るのではないことを
知らされます。

ダニエル書9章24節、「あなたの民と
あなたの聖なる都については、七十週が
定められている。それは、そむきをやめ
させ、罪を終わらせ、咎を贖い、永遠の
義をもたらし、幻と預言とを確証し、至
聖所に油をそそぐためである」

御使いがダニエルに悟りを与えるため

これら八つの理由で、神学者の中には
黙示録6章2節の白い馬もイエス様に関
連しているのではないかという解釈をし
ています。

先にも、白い馬（黙6:2）が反キリスト
ではないかと考える神学者が多くいると
いうことをお話ししました。この白い馬
に続く3頭の馬、「赤い馬（戦争）」（黙
6:4）、「黒い馬（飢饉）（黙6:5）、「青ざめ
た馬（疫病）」（黙6:8）は、人間を苦しめ
る象徴としての馬です。これら3頭の馬
は、災いをもたらす不吉な事柄の象徴で
す。そのため、最初の白い馬（6:2）につ
いても、恐らく災いを象徴する馬だと考
えるのが妥当ではないかと思われます。

ダニエル書9章に書かれている「70
週」について調べると、最後の70週目
は、反キリストの出現から始まります。
彼は偽の神の子、偽のキリストとして現
れるので、キリストのまねをして白い馬
に乗ってくると予想されます。

終末預言に関しては、いろいろな解釈
を学んでおくことをお勧めいたします。

黙示録5章で、ひとたび小羊が封印を
解けば、黙示録の記述にある大患難時代
は7年間と定められます。それゆえに、
次の学びのステップは、その預言の基と
なるダニエル書を学んでいかなければな
りません。

ダニエルは、BC605年にバビロンの
捕囚となりました。それから67年目に
当たるBC539年に、ダニエルはエレミ
ヤの預言書の中でバビロン捕囚は70年
であることを理解し、もうすぐエルサレ
ムに戻ることができるのだということを

に、天から遣わされました。「あなたの
民とあなたの聖なる都について」とは、

「ユダヤ人とエルサレム」のことです。ダ
ニエル書で「あなたの民」とは常にユダ
ヤ人のことを指します。また、｢あなたの
聖なる都」とはエルサレムのことで、特
に神殿の丘のことを指しています。

  ｢七十週が定められています｣と御使いが
伝えに来たのは、ダニエルが70年のバ
ビロン捕囚後すぐにエルサレムに神様の
栄光が現れ、御国が訪れるのだと祈って
いたからです。御使いは70年ではなく

「70週」であり、この70週が終わると、
　① そむきをやめさせる 
　② 罪を終わらせる 
　③ 咎をあがない 
　④ 永遠の義をもたらし 
　⑤ 幻と預言とを確証する 
　⑥ 至聖所に油を注ぐ、

という六つの事が起こると伝えています。

次号は、ダニエル書の「70週」を学び
ます。主を信じる者の未来には、光り輝
くメシア王国（千年王国）が待っていま
す。主を待ち望み、共に歩んでまいりま
しょう。

さつりく

イエス様に関連する八つの「白」

1. その頭と髪の毛は、白い羊毛のよう。
（1:14）

2. 勝利を得る者に、白い石が与えられる。
（2:17）

3. 24人の長老が、白い衣を着ていた。
（4:4）

4. 殉教した人々に、白い衣が与えられた。
（6:11）

5. 大勢の群衆が白い衣を着ていた。
（7:9、13）

6. 白い雲の上に、人の子のような方が
乗っている。　　　　　　   （14:14）

7. 白い馬に乗ってくる、主と軍勢。
（19:11、14）

8. 白い御座がある。　　　　　（20:11）

ほうび
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ほふられた小羊をほめたたえています。
完全な栄光を表している七つの賛美のみ
ことばを、ヨハネははっきりと聞きました。

黙示録5章13節から14節、「また私
は、天と地と、地の下と、海の上のあら
ゆる造られたもの、およびその中にある
生き物がこう言うのを聞いた。『御座に
すわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄
光と力が永遠にあるように。』また、四つ
の生き物はアーメンと言い、長老たちは
ひれ伏して拝んだ」
「天と地と、地の下と、海の上のあらゆ
る造られたもの、およびその中にある生
き物がこう言うのを聞いた」とヨハネは
記しています。創造されたすべての生き
物が、「御座にすわる方と、小羊とに、
賛美と誉れと栄光と力が永遠にあるよう
に」と言っています。植物、動物、空中
や水中の生物、地中や地上のあらゆる虫
やミミズのような生き物に至るまで皆、
賛美しています。

御使いがいることにヨハネは気付きまし
た。「その数は万の幾万倍、千の幾千倍
もあった」と言うように、天文学的数字
になっています。ヘブル人への手紙12
章22節で、「しかし、あなたがたは、シ
オンの山、生ける神の都、天にあるエル
サレム、無数の御使いたちの大祝会に近
づいているのです」と言われた預言の成
就を、ヨハネは幻で見ていたと考えられ
ます。
「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵
と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受
けるにふさわしい方です」と、無数の御
使いが大声で叫び、それらの声は一致し
ています。彼らは七つのことばを叫んで、

ほふられた小羊への賛美
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）5章
11節から12節、「また私は見た。私は、
御座と生き物と長老たちとの回りに、多
くの御使いたちの声を聞いた。その数は
万の幾万倍、千の幾千倍であった。彼らは
大声で言った。『ほふられた小羊は、力と、
富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、
賛美を受けるにふさわしい方です』」

「御座と生き物と長老たちとの回りに、
多くの御使いたちの声を聞いた」とヨハ
ネが語っています。今まで天国で見てい
た幻の範囲が広がり、見渡す限り無数の

所で反キリストが「勝利の上にさらに勝
利を得ようとして出て行った」という箇
所のお話しをしました。一方で、それと
は違う解釈もあります。サタンが人々を
神様から離し、罪と戦いによって勝利を
得、終末に再び全世界を反キリストを通
して支配する」という説です。

その他、「白い馬」を教会に当てはめ
る神学者もいます。教会（クリスチャン
たち）が福音を全世界に伝えて勝利し、
最後に再び福音を全世界に伝え、終わり
の日に活躍しているのだということが、
白い馬に乗っている者の象徴だと考える
神学者もいます。その理由として、八つ
の「白」についての事柄が挙げられます。
黙示録で「白」という色は常にイエス様
と関連しているのです。

白い馬は、象徴的な言葉ですが、ほと
んどの神学者がこの人物は反キリストで
あると解釈しています。反キリストは、
ダニエル書9章27節「荒らす忌むべき
者」、またマタイの福音書24章15節

「荒らす憎むべき者」で、偽のキリストで
す。この者は、キリストのまねをして象
徴的に白い馬に乗っており、黙示録13
章に出てくる「獣」であると考えられて
います。

ま た、黙 示 録19章11節 で、「ま た、
私は開かれた天を見た。見よ。白い馬が
いる。それに乗った方は、『忠実また真
実』と呼ばれる方であり、義をもってさ
ばきをし、戦いをされる」と言われてい
る方はイエス・キリストです。これは象
徴的に語られているのではなく、実際に
起こる事です。イエス様は、口から出る
みことばの剣をお持ちで、弓を持っては
おられません。黙示録6章2節に出てく
る、「彼は冠を与えられ、勝利の上にさ
らに勝利を得ようとして出て行った」と
いうこの冠は、勝利の冠、褒美の勲章の
冠で反キリストのものだと思われます。
しかしイエス様の冠は君主や王の冠（ダ
イアデムDiadem）であり、また多くの
冠なのです。

さてここで、黙示録6章2節の白い馬
と、19章11節の白い馬について、別の
解釈も挙げておきたいと思います。まず、
6章2節の白い馬ですが、すでにこの箇

ローマ人への手紙8章18節から21節、
「今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比
べれば、取るに足りないものと私は考え
ます。被造物も、切実な思いで神の子ど
もたちの現れを待ち望んでいるのです。
それは、被造物が虚無に服したのが自分
の意志ではなく、服従させた方によるの
であって、望みがあるからです。被造物
自体も、滅びの束縛から解放され、神の
子どもたちの栄光の自由の中に入れられ
ます」　　

今の苦しみなど取るに足りないほど、
将来の約束が素晴らしいということを伝
えています。神の子とされた者たちが、
御国の到来によって栄光の御体を頂く日
を、創造されたすべての被造物も、切な
る思いで待ちわびているのです。黙示録
5章4節でヨハネは、「巻き物を開くのに
も、見るのにも、ふさわしい者がだれも
見つからなかったので、私は激しく泣い
ていた」と言っています。その理由が非
常に深い意味であったことが伺えます。
神の御国の到来は、人間の世界に平和と
幸せをもたらすだけでなく、すべての被
造物も同じように祝福されるのです。

第一の封印が解かれる
黙示録6章1節と2節、「また、私は見

た。小羊が七つの封印の一つを解いたと
き、四つの生き物の一つが、雷のような
声で『来なさい』と言うのを私は聞いた。
私は見た。見よ。白い馬であった。それ
に乗っている者は弓を持っていた。彼は
冠を与えられ、勝利の上にさらに勝利を
得ようとして出て行った」

ここで、七つの封印の一つ目の封印が
解かれました。いよいよ終末のカウント
ダウンが始まります。「見よ。白い馬で
あった。それに乗っている者は弓を持っ
ていた」ので、狩人あるいは軍人である
とも考えられます。しかし、弓を持って
はいますが矢を持っていません。それゆ
え、神学者たちは、白い馬に乗った者は、
人を殺戮するために出てきた人物ではな
く、一時的に世界平和を実現させる人物
の象徴であると考えられています。

知りました（エレ29:10）。ダニエルは、
その事が成就するためにへりくだって祈
り始めました。彼は、いよいよメシア王
国の到来だと思い大いに期待しました。
しかし、神様は御使いをダニエルの所に
送り、メシア王国の到来は70年の捕囚
が終わった直後に来るのではないことを
知らされます。

ダニエル書9章24節、「あなたの民と
あなたの聖なる都については、七十週が
定められている。それは、そむきをやめ
させ、罪を終わらせ、咎を贖い、永遠の
義をもたらし、幻と預言とを確証し、至
聖所に油をそそぐためである」

御使いがダニエルに悟りを与えるため

これら八つの理由で、神学者の中には
黙示録6章2節の白い馬もイエス様に関
連しているのではないかという解釈をし
ています。

先にも、白い馬（黙6:2）が反キリスト
ではないかと考える神学者が多くいると
いうことをお話ししました。この白い馬
に続く3頭の馬、「赤い馬（戦争）」（黙
6:4）、「黒い馬（飢饉）（黙6:5）、「青ざめ
た馬（疫病）」（黙6:8）は、人間を苦しめ
る象徴としての馬です。これら3頭の馬
は、災いをもたらす不吉な事柄の象徴で
す。そのため、最初の白い馬（6:2）につ
いても、恐らく災いを象徴する馬だと考
えるのが妥当ではないかと思われます。

ダニエル書9章に書かれている「70
週」について調べると、最後の70週目
は、反キリストの出現から始まります。
彼は偽の神の子、偽のキリストとして現
れるので、キリストのまねをして白い馬
に乗ってくると予想されます。

終末預言に関しては、いろいろな解釈
を学んでおくことをお勧めいたします。

黙示録5章で、ひとたび小羊が封印を
解けば、黙示録の記述にある大患難時代
は7年間と定められます。それゆえに、
次の学びのステップは、その預言の基と
なるダニエル書を学んでいかなければな
りません。

ダニエルは、BC605年にバビロンの
捕囚となりました。それから67年目に
当たるBC539年に、ダニエルはエレミ
ヤの預言書の中でバビロン捕囚は70年
であることを理解し、もうすぐエルサレ
ムに戻ることができるのだということを

例祭を学ぶ小冊子の
制作がスタート

2021年5月恵日
一般社団法人オメガ・ジャパン

代表 横田 聖子

「ヨハネから、アジアにある七つの教会へ。今おられ、昔おられ、やがて来られる方から、また、その御座の
前におられる七つの御霊から、また、確かな証人、死者の中から最初に生まれた方、地の王たちの支配者で
あるイエス・キリストから、恵みと平安があなたがたにあるように。私たちを愛し、その血によって私たちを
罪から解き放ち、また、ご自分の父である神のために、私たちを王国とし、祭司としてくださった方に、
栄光と力が世々限りなくあるように。アーメン。」ヨハネの黙示録1章4 ～ 6節

主の御名をほめたたえます。
復活祭を終え、これから教会暦では聖霊降臨祭を迎えます。昨年のちょうどこの時期は、コロナウイルス

による世界的なパンデミックとなり、イスラエルでは過越の祭りを緊急事態宣言の中、自粛して行うという、
いまだかつてない状況が報道されていました。現代社会に生きる私たちにとって、3千年以上も律法の掟を
守り続け、民族的に例祭の儀式を行っているユダヤ人のことを聞いても、宗教的なことで自分たちとは無関係
に思えます。

しかし、それは神の大いなるあわれみと恵みと愛に満ちたご計画です（ローマ11章）。復活祭と過越の祭り、
聖霊降臨祭と7週の祭りなど、クリスチャンとユダヤ人の両者が何千年も守り続けている例祭の関係性が
あります。そして例祭のうち、春の祭りと秋の祭りの中で、春の祭りはイエス・キリストの初臨によって
完全に実現しました。

私たちが教会で毎年記念する礼拝は、聖書の預言の成就に関連しています。そこで今、「春の祭り」に焦点
を当てた内容で、栄子・スティーブンスによる分かりやすい小冊子（スタディーガイド）を編集中です。

　
また、先月出版しました完結編シリーズVol.1『イエス・キリストはもう一度来られる』の小冊子は、ヨハネ

の黙示録―イエス・キリストの啓示―の書を開くきっかけの書籍として用いられ、日本全国から感謝の声が
届いています。黙示録はイエス・キリストの真のお姿、栄光の王、王の王として描写されています。過越の
祭りの時に、十字架に架けられた小羊としてのイエス・キリストは、本来の御子としてすべての名に勝る
御名と、世界の最高権威者であることの啓示の書です。

次の完結編シリーズVol.2では、黙示録のイエス・キリストの啓示を受け取るために必要な土台を旧約聖書
と新約聖書から、『ユダヤ人の七つの例祭―春の祭り』を分かりやすく解説してまいります。例祭を学ぶこと
によって信仰生活がさらに豊かになり、イエス・キリストへの愛と祈りの生活が深まる一冊となってほしい
との想いを込めて、夏ごろの出版に向けて準備しています。引き続き、すべての小冊子教材が、日本人と
日本の教会の祝福となりますよう覚えてお祈りください。

　
「また私は、天と地と地の下と海にいるすべての造られたもの、それらの中にあるすべてのものがこう言う
のを聞いた。「御座に着いておられる方と子羊に、賛美と誉れと栄光と力が世々限りなくあるように。」

ヨハネの黙示録5章13節

に、天から遣わされました。「あなたの
民とあなたの聖なる都について」とは、

「ユダヤ人とエルサレム」のことです。ダ
ニエル書で「あなたの民」とは常にユダ
ヤ人のことを指します。また、｢あなたの
聖なる都」とはエルサレムのことで、特
に神殿の丘のことを指しています。

  ｢七十週が定められています｣と御使いが
伝えに来たのは、ダニエルが70年のバ
ビロン捕囚後すぐにエルサレムに神様の
栄光が現れ、御国が訪れるのだと祈って
いたからです。御使いは70年ではなく

「70週」であり、この70週が終わると、
　① そむきをやめさせる 
　② 罪を終わらせる 
　③ 咎をあがない 
　④ 永遠の義をもたらし 
　⑤ 幻と預言とを確証する 
　⑥ 至聖所に油を注ぐ、

という六つの事が起こると伝えています。

次号は、ダニエル書の「70週」を学び
ます。主を信じる者の未来には、光り輝
くメシア王国（千年王国）が待っていま
す。主を待ち望み、共に歩んでまいりま
しょう。

ききん

とが
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ほふられた小羊をほめたたえています。
完全な栄光を表している七つの賛美のみ
ことばを、ヨハネははっきりと聞きました。

黙示録5章13節から14節、「また私
は、天と地と、地の下と、海の上のあら
ゆる造られたもの、およびその中にある
生き物がこう言うのを聞いた。『御座に
すわる方と、小羊とに、賛美と誉れと栄
光と力が永遠にあるように。』また、四つ
の生き物はアーメンと言い、長老たちは
ひれ伏して拝んだ」
「天と地と、地の下と、海の上のあらゆ
る造られたもの、およびその中にある生
き物がこう言うのを聞いた」とヨハネは
記しています。創造されたすべての生き
物が、「御座にすわる方と、小羊とに、
賛美と誉れと栄光と力が永遠にあるよう
に」と言っています。植物、動物、空中
や水中の生物、地中や地上のあらゆる虫
やミミズのような生き物に至るまで皆、
賛美しています。

御使いがいることにヨハネは気付きまし
た。「その数は万の幾万倍、千の幾千倍
もあった」と言うように、天文学的数字
になっています。ヘブル人への手紙12
章22節で、「しかし、あなたがたは、シ
オンの山、生ける神の都、天にあるエル
サレム、無数の御使いたちの大祝会に近
づいているのです」と言われた預言の成
就を、ヨハネは幻で見ていたと考えられ
ます。
「ほふられた小羊は、力と、富と、知恵
と、勢いと、誉れと、栄光と、賛美を受
けるにふさわしい方です」と、無数の御
使いが大声で叫び、それらの声は一致し
ています。彼らは七つのことばを叫んで、

ほふられた小羊への賛美
（新改訳第3版使用）

ヨハネの黙示録（以下、黙示録）5章
11節から12節、「また私は見た。私は、
御座と生き物と長老たちとの回りに、多
くの御使いたちの声を聞いた。その数は
万の幾万倍、千の幾千倍であった。彼らは
大声で言った。『ほふられた小羊は、力と、
富と、知恵と、勢いと、誉れと、栄光と、
賛美を受けるにふさわしい方です』」

「御座と生き物と長老たちとの回りに、
多くの御使いたちの声を聞いた」とヨハ
ネが語っています。今まで天国で見てい
た幻の範囲が広がり、見渡す限り無数の

所で反キリストが「勝利の上にさらに勝
利を得ようとして出て行った」という箇
所のお話しをしました。一方で、それと
は違う解釈もあります。サタンが人々を
神様から離し、罪と戦いによって勝利を
得、終末に再び全世界を反キリストを通
して支配する」という説です。

その他、「白い馬」を教会に当てはめ
る神学者もいます。教会（クリスチャン
たち）が福音を全世界に伝えて勝利し、
最後に再び福音を全世界に伝え、終わり
の日に活躍しているのだということが、
白い馬に乗っている者の象徴だと考える
神学者もいます。その理由として、八つ
の「白」についての事柄が挙げられます。
黙示録で「白」という色は常にイエス様
と関連しているのです。

白い馬は、象徴的な言葉ですが、ほと
んどの神学者がこの人物は反キリストで
あると解釈しています。反キリストは、
ダニエル書9章27節「荒らす忌むべき
者」、またマタイの福音書24章15節

「荒らす憎むべき者」で、偽のキリストで
す。この者は、キリストのまねをして象
徴的に白い馬に乗っており、黙示録13
章に出てくる「獣」であると考えられて
います。

ま た、黙 示 録19章11節 で、「ま た、
私は開かれた天を見た。見よ。白い馬が
いる。それに乗った方は、『忠実また真
実』と呼ばれる方であり、義をもってさ
ばきをし、戦いをされる」と言われてい
る方はイエス・キリストです。これは象
徴的に語られているのではなく、実際に
起こる事です。イエス様は、口から出る
みことばの剣をお持ちで、弓を持っては
おられません。黙示録6章2節に出てく
る、「彼は冠を与えられ、勝利の上にさ
らに勝利を得ようとして出て行った」と
いうこの冠は、勝利の冠、褒美の勲章の
冠で反キリストのものだと思われます。
しかしイエス様の冠は君主や王の冠（ダ
イアデムDiadem）であり、また多くの
冠なのです。

さてここで、黙示録6章2節の白い馬
と、19章11節の白い馬について、別の
解釈も挙げておきたいと思います。まず、
6章2節の白い馬ですが、すでにこの箇

ローマ人への手紙8章18節から21節、
「今の時のいろいろの苦しみは、将来私
たちに啓示されようとしている栄光に比
べれば、取るに足りないものと私は考え
ます。被造物も、切実な思いで神の子ど
もたちの現れを待ち望んでいるのです。
それは、被造物が虚無に服したのが自分
の意志ではなく、服従させた方によるの
であって、望みがあるからです。被造物
自体も、滅びの束縛から解放され、神の
子どもたちの栄光の自由の中に入れられ
ます」　　

今の苦しみなど取るに足りないほど、
将来の約束が素晴らしいということを伝
えています。神の子とされた者たちが、
御国の到来によって栄光の御体を頂く日
を、創造されたすべての被造物も、切な
る思いで待ちわびているのです。黙示録
5章4節でヨハネは、「巻き物を開くのに
も、見るのにも、ふさわしい者がだれも
見つからなかったので、私は激しく泣い
ていた」と言っています。その理由が非
常に深い意味であったことが伺えます。
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その事が成就するためにへりくだって祈
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イエス・キリストは二度来られる連載

者としては、それも間違いなくこれから
起きることであると、揺るがない確信を
もって受け止めることができるのです。

人間が信じようと信じまいと、聖書の
預言は必ず成就し続けているのです。

セカンド・カミングを控えていらっ
しゃるイエス様に対する自覚がなかった
以前の私は、イエス様のことを見ていた
つもりが、それはまるで、片方の目でし
か見ていなかったような感覚だったよう
に思います。輪郭は見えても、それに触
れるために必要な距離感を把握するため
に必要な視覚情報は、片方の目だけでは
得られません。両目で見た時に、私たち
は見ているものとの距離感が分かり、そ
れを手につかむことができる、あの感覚
に似ています。

「イエス様の似姿に変えられていく」ク
リスチャンになってから数年たった時、
私は鉢植え植物のように、これ以上根を
伸ばすことができないという、一種の壁
にぶち当たっているような、言葉にでき
ない感覚を抱えていたのは、イエス様の
姿と、そして、イエス様を私たちにお与
えくださった天の父なる神様のご計画の

2度目があったなんて！
創世記で約束された、神による全人類

救済計画。聖書という、私たち人間に対
する愛を完結させるために書かれた、言
わばラブストーリー、その「クライマッ
クス＝完結編」こそ黙示録であって、そ
こには全人類が最も待ちわびるべき内容
が、預言として記されている…。

イスラエルを軸に聖書と出会うことで、
初めて見えてきた黙示録の、とてつもな
く大きな存在意味と、それが私たちに与
えられていることの恵みの大きさに、私
は圧倒されずにいられません。

神の全人類救済計画を完成させるため
に、イエス・キリストがもう一度来られ
る…。「ご再臨」とは、イエス・キリスト
が2千年前と同じように、再びこの地上
に来られるということで、英語での表記
は「second coming」、つまり “2度目に
いらっしゃること “だったのです。しか
も、旧約聖書の中でも何度も預言されて
いる通り、受難の僕としての一回目と違
い、2度目は全人類を愛で治める王の王
としていらっしゃるのです。

これほど大切な聖書の預言を、どれほ
どのクリスチャンが真剣に受け止め、待
望し、備えていることでしょうか。その
恵みを知らずにいることは、何と「もっ
たいない」ことかと、私はわが身を通し
て痛感せずにはいられません。

私自身、聖書が100％成就する「預言書
であった」ことを知らなかった時に、「黙
示録」とそこで記されている、キリストの
セカンド・カミングのことを聞かされた
としても、絵空事、何だか夢物語のよう
に感じたに違いありません。しかし、聖
書で神が預言なさったこと、つまり人類
に約束してくださったことは、これまで
間違いなく完璧に成就している様を知った

全体像が、さっぱり分かっていなかった
からだったのです。

イエス様のご再臨を確信した途端、人
類の未来共々自分が乗っている「決して
沈まない船」が、どのような航路をた
どって、どこへ行くのか、そしてその過
程にどのようなことが起こるのか、それ
を知ることができた、そんな思いに包ま
れたのです。それを知らなければ、クリ
スチャンになっても、この後の人生でも
恐らく永久に、頭の中にはたくさんのク
エスチョンマークを抱えながら生きて
いったに違いありません。

神のご計画が成就するために、イエス
様はもう一度地上に来られなければなら
ないことを、私は今、確かな感覚で受け
止めています。

そしてそれは、2千年前に救い主とし
て来られたイエス様のお仕事は、2度目
に来られるまでは、まだ半分しか終わっ
ていないと知ったことでもあります。

信仰の根が伸びるのをふさいでいた鉢
は壊され、そして、暗闇の中遠くに光る
確かな光に向かって、私は歩き始めました。

（続く）

主を見上げ、その御名を賛美します。

聖書の中で、人間のところに現れ、預
言者たちを通して、ご自分がどの様なお
方であるかを預言としてお伝えくださっ
た、創造主である神。その中で、罪は死
をもってでなければあがなうことができ
ないと、神はおっしゃいました。幕屋に
始まり、その後ダビデ王の時代にできた
神殿が、西暦70年のイスラエル崩壊を
迎えるまでの長きにわたって、聖書の民

向けて生きる人生は終わり、生まれ変
わって私の霊は新たに生まれ、救われま
した。洗礼を受け、赤ん坊として新たに、
神の元へ戻るための成長が始まったのだ
という思いの中で、今日まで日々を過ご
す人生に、沈むことのない船に乗った、
そのような平安と安らぎが与えられまし
た。それだけでもあまりに幸せで、何者
にも代えられないという思いは、まさに
讃美歌の歌詞の通りです。「キリストには
代えられません、世の宝も、また富も」

しかし、何と何と、それだけで喜んで
いる場合ではなかったのです！

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―その2

であるユダヤ人がいけにえを捧げてきた
のは、動物に罪を転嫁させて、神にあが
なっていただくためでした。

イエスというお方が、人間が天国へ行
くための条件である「罪の無い者」にす
るために、私の罪をすべてあがない、私
のために死んでくださり、墓に入れられ
三日目に陰府（よみ）から戻られ復活し、
そして今も生きていらっしゃる…。その
こと（福音）を信じることで、神に背を

「罪の代価は死である」
その代価を支払ってくださった初臨のイエス様

ヨルダンのペトラ（ボツラ）遺跡の入り口

ガリラヤ湖

Photo by Sylvain Gllm on Unsplash
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伸ばすことができないという、一種の壁
にぶち当たっているような、言葉にでき
ない感覚を抱えていたのは、イエス様の
姿と、そして、イエス様を私たちにお与
えくださった天の父なる神様のご計画の

2度目があったなんて！
創世記で約束された、神による全人類

救済計画。聖書という、私たち人間に対
する愛を完結させるために書かれた、言
わばラブストーリー、その「クライマッ
クス＝完結編」こそ黙示録であって、そ
こには全人類が最も待ちわびるべき内容
が、預言として記されている…。

イスラエルを軸に聖書と出会うことで、
初めて見えてきた黙示録の、とてつもな
く大きな存在意味と、それが私たちに与
えられていることの恵みの大きさに、私
は圧倒されずにいられません。

神の全人類救済計画を完成させるため
に、イエス・キリストがもう一度来られ
る…。「ご再臨」とは、イエス・キリスト
が2千年前と同じように、再びこの地上
に来られるということで、英語での表記
は「second coming」、つまり “2度目に
いらっしゃること “だったのです。しか
も、旧約聖書の中でも何度も預言されて
いる通り、受難の僕としての一回目と違
い、2度目は全人類を愛で治める王の王
としていらっしゃるのです。

これほど大切な聖書の預言を、どれほ
どのクリスチャンが真剣に受け止め、待
望し、備えていることでしょうか。その
恵みを知らずにいることは、何と「もっ
たいない」ことかと、私はわが身を通し
て痛感せずにはいられません。

私自身、聖書が100％成就する「預言書
であった」ことを知らなかった時に、「黙
示録」とそこで記されている、キリストの
セカンド・カミングのことを聞かされた
としても、絵空事、何だか夢物語のよう
に感じたに違いありません。しかし、聖
書で神が預言なさったこと、つまり人類
に約束してくださったことは、これまで
間違いなく完璧に成就している様を知った

全体像が、さっぱり分かっていなかった
からだったのです。

イエス様のご再臨を確信した途端、人
類の未来共々自分が乗っている「決して
沈まない船」が、どのような航路をた
どって、どこへ行くのか、そしてその過
程にどのようなことが起こるのか、それ
を知ることができた、そんな思いに包ま
れたのです。それを知らなければ、クリ
スチャンになっても、この後の人生でも
恐らく永久に、頭の中にはたくさんのク
エスチョンマークを抱えながら生きて
いったに違いありません。

神のご計画が成就するために、イエス
様はもう一度地上に来られなければなら
ないことを、私は今、確かな感覚で受け
止めています。

そしてそれは、2千年前に救い主とし
て来られたイエス様のお仕事は、2度目
に来られるまでは、まだ半分しか終わっ
ていないと知ったことでもあります。

信仰の根が伸びるのをふさいでいた鉢
は壊され、そして、暗闇の中遠くに光る
確かな光に向かって、私は歩き始めました。

（続く）

主を見上げ、その御名を賛美します。

聖書の中で、人間のところに現れ、預
言者たちを通して、ご自分がどの様なお
方であるかを預言としてお伝えくださっ
た、創造主である神。その中で、罪は死
をもってでなければあがなうことができ
ないと、神はおっしゃいました。幕屋に
始まり、その後ダビデ王の時代にできた
神殿が、西暦70年のイスラエル崩壊を
迎えるまでの長きにわたって、聖書の民

向けて生きる人生は終わり、生まれ変
わって私の霊は新たに生まれ、救われま
した。洗礼を受け、赤ん坊として新たに、
神の元へ戻るための成長が始まったのだ
という思いの中で、今日まで日々を過ご
す人生に、沈むことのない船に乗った、
そのような平安と安らぎが与えられまし
た。それだけでもあまりに幸せで、何者
にも代えられないという思いは、まさに
讃美歌の歌詞の通りです。「キリストには
代えられません、世の宝も、また富も」

しかし、何と何と、それだけで喜んで
いる場合ではなかったのです！

ヴォイス・ファクトリイ株式会社代表
音楽プロデューサー

輪嶋 東太郎
とうたろうわじま

初臨の恵み、再臨の恵み
それを信じた途端に訪れたもの―その2

であるユダヤ人がいけにえを捧げてきた
のは、動物に罪を転嫁させて、神にあが
なっていただくためでした。

イエスというお方が、人間が天国へ行
くための条件である「罪の無い者」にす
るために、私の罪をすべてあがない、私
のために死んでくださり、墓に入れられ
三日目に陰府（よみ）から戻られ復活し、
そして今も生きていらっしゃる…。その
こと（福音）を信じることで、神に背を

「罪の代価は死である」
その代価を支払ってくださった初臨のイエス様

ヨルダンのペトラ（ボツラ）遺跡の入り口

ガリラヤ湖

Photo by Sylvain Gllm on Unsplash



小冊子完結編シリーズが日本の教会の祝福となるように
　お祈りありがとうございます。『イエス・キリストはもう一度来られる
～黙示録ダイジェスト～』は、2千冊以上完売し、全国キリスト教
書店で販売されています。お声も届いております。書店で手にされた
方、プレゼントでもらった方、お一人おひとりと日本の教会の祝福と
なるように。
　また完結編シリーズ第2弾、「イスラエルの七つの祭り」について
準備中です。七つの祭りには預言的な意味があり、春の祭りは
イエス・キリストの初臨において聖書預言が完全に成就しています。
分かりやすい教材として活用できるように、現在、小冊子の制作
作業を進めています。編集者と出版チームの上に主の油注ぎが
豊かにあるようにお祈りください。

Omega Japan
一般社団法人オメガ・ジャパン

https://omega.or.jp/
皆様からの寄付やご献金は、日本・アジア・イスラエル宣教に用いられます。

■ゆうちょ銀行　00900-7-313674
【他の金融機関からの振込】　
支店名：〇九九（ゼロキュウキュウ）　（当座）口座番号：0313674
■三菱UFJ銀行　玉造支店 （普通）口座番号：0125795

一般社団法人オメガ・ジャパン
〒540-0004 大阪府大阪市中央区玉造2-26-47 大阪クリスチャンセンター4階
Tel＆Fax：06-6777-2117　E-mail：info@omega.or.jp

1
祈りの課題 2

3

感謝を込めて　イスラエルセミナーCDとスティーブンス・栄子の『シャロームイスラエル』
DVD上・下巻も感謝価格でご提供中です。

Omega Japan

Contents
02 Message　栄子・スティーブンス

未来の預言―その3

Greetings　横田 聖子05

08 Infomation

例祭を学ぶ小冊子の制作がスタート
Special 　輪嶋 東太郎氏06

初臨の恵み、再臨の恵み それを信じた途端に訪れたもの―その2

2021年主題聖句／お知らせ／祈りの課題 他

Voice From Revelation 黙示録シリーズ Vol.11

この預言のことばを朗読する者と、それを聞いて、そこに書かれていることを守る者たちは、幸いである。
時が近づいているからである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ヨハネの黙示録1章3節

2021年 主題聖句
O m e g a  J a p a n  N e w s  L e t t e r 109

2021 MAY. issue
n°

─  聖 書 は 預 言 書 で あ ることを 日 本 人 が 知 るように  ─  

連載　イエス・キリストは二度来られる

200文字くらい

大好評！！
『シャロームイスラエルSeasonⅡ』（全20話）

　　『シャロームイスラエルⅠ』（全40話）のDVDも好評発売中！

「シャロームイスラエルシーズン2」で検索
ご視聴はCGNTV、YouTube共に　　

シャロームイスラエルシーズン2

￥550（税込）

オメガプロジェクト2021
～神のマスタープラン・プロジェクト継続推進～

感謝価格　 1冊 ￥700（税込）

10冊以上で1冊 ￥500（税込）

定価￥770（税込）　

ご注文方法

5月31日（月）まで

好評
発売中！

ビル＆栄子・スティーブンスご夫妻のために
　いつもお祈りありがとうございます。今月も引き続き、主の守りと
祝福が満ちあふれ、健康が支えられますように。執筆活動の上に、
主からの知恵と油注ぎが豊かにありますよう覚えてお祈りください。

日本と世界の国々の指導者、リーダーのために
　日本と世界各国の指導者の上に、主からの知恵と助け手が与え
られ、現在のさまざまな課題に対して解決する力が与えられるように。
「そこで、私は何よりもまず勧めます。すべての人のために、王たちと高い
地位にあるすべての人のために願い、祈り、とりなし、感謝をささげなさい。
それは、私たちがいつも敬虔で品位を保ち、平安で落ち着いた生活を
送るためです。そのような祈りは、私たちの救い主である神の御前に
おいて良いことであり、喜ばれることです。神は、すべての人が救われて、
真理を知るようになることを望んでおられます」Ⅰテモテ2章1～4節

小冊子
『聖書預言はどう
実現しているのか』
　栄子・スティーブンス著｠

好評発売中！　

・この内容が60ページ内にまとまっているのは凄いと
思いました。教会の人たちにも読んでもらおうと思い
ます。
・分かりやすく丁寧に書かれていて主をおそれ、
「再臨信仰に立って」歩みたいと強く思いました。
感謝します。
・友人から頂きましたが、理解できなかった
ところが幾つも分かり感謝に絶えません。
・とても分かりやすく黙示録の中心的
　メッセージを解き明かしてありました。
　多くの方に、この内容が
　届けられますように願います。

ご購読いただきました
皆様からのお声が届いております！

感謝を込めて、特別販売期間延長中！

イエス・キリストは
もう一度来られる 
～黙示録ダイジェスト～

小冊子完結編シリーズ
Voice From Revelation Vol.1

TEL＆FAX：06-6777-2117　e-mail：book@omega.or.jp
WEBサイトからのご注文　https://omega.or.jp/shuppan/

①FAX ②電話 ③Eメール
（本文にお届け先ご住所、お名前、ご注文数の記入をお願いいたします。）


